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2.1 各種関連資料の整理 

2.1.1 本町の概要 

(1) 位置 

小豆島及び小豆島町の位置 

 小豆島は香川県高松港からフェリーで約 1 時間、関西（大阪）から約 3 時間に位置

する離島である。小豆島には小豆島町と土庄町がある。 

 

図 2.1-1 小豆島の位置図 

  

N
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小豆島ふるさと村の位置 

小豆島ふるさと村は小豆島町に位置する。池田港から車で約 5 分、土庄港から車で

約 18 分の立地である。周辺道路では現道の拡幅や新規バイパスが計画されている。 

 

図 2.1-2 小豆島ふるさと村の位置 

 

(2) 地勢 

土地利用の状況は以下のとおり。山林が最も多く、約 50 ㎢で町内の約半分を占める。 

 

表 2.1-1 土地利用の状況 

 

出典：小豆島町勢要覧 2021 資料編 
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 また、気象概況は以下のとおり。最高気温は 9 月が最も高い。 

 

表 2.1-2 気象概況 

 

出典：小豆島町勢要覧 2021 資料編 
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(3) 人口 

小豆島町の人口 

 小豆島町の世帯数と人口の推移は以下のとおり。令和 2 年度の総人口は約 1万 3千人

である。人口は年々減少がみられる。階級別の人口は男女ともに 70～74歳が最も多い。 

表 2.1-3 小豆島町の世帯数と人口の推移 

 

 

図 2.1-3 世帯数と人口の推移 

 

出典：小豆島町勢要覧 2021 資料編 

図 2.1-4 階級別人口 
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年齢階層別年間転入者数 

年齢階層別の転入者は以下のとおり。U ターン転入者より I ターン転入者の方が多い。

また、どちらも 20 代の転入が最も多い。 

 

出典：小豆島町勢要覧 2021 資料編 

図 2.1-5 年齢階層別転入者数 
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(4) 産業 

産業別就業人口 

産業別就業人口は以下のとおり。第一次産業では農業が、第二次産業では製造業が、

第三次産業ではサービス業が最も多い。 

表 2.1-4 産業別就業人口 

 

出典：小豆島町勢要覧 2021 資料編 

 

産業別人口の推移は以下のとおり。例年第三次産業の就業人口が最も多いが、全産業に

おいて就業人口が年々減少している。 

表 2.1-5 産業別人口の動向（昭和 45 年からの推移） 

 

出典：小豆島町勢要覧 2021 資料編 
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主要産業 

小豆島の主な主要産業は醤油、そうめん、佃煮、特産物（オリーブ、みかん、すもも、

いちごや生食用・ワイン用のぶどう等）など。その他漁業・農業もみられる。 

 

① 地域内産業の構成割合 

第二次産業が最も多い。全国、香川県と比較して第一次及び第二次産業の割合が高い。 

 

出典：「RESAS（地域経済分析システム）」（R6 年 2 月 29 日に利用） 

図 2.1-6 地域内産業の構成割合（生産額、2018 年） 

  



 

2-8 

 

② 二次産業の構成割合 

食料品が最も多く、約 6 割を占める。これは全国、香川県と比較しても割合が非常に高

く、特徴的である。 

 

出典：「RESAS（地域経済分析システム）」（R6 年 2 月 29 日に利用） 

図 2.1-7 二次産業の構成割合（2018 年） 
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(5) 観光 

香川県への県外観光入込客数 

令和 4 年の香川県への県外観光入込客数は 777 万人、前年比 33.6%の増加となってい

る。増加の要因は、新型コロナウイルス感染症に係る行動制限のない状況が４月以降継

続していたこと、瀬戸内国際芸術祭 2022 が開催されたこと等が考えられる。 

 

表 2.1-6 県外観光入込客数の推移 

 

出典：令和 4 年香川県観光客動態調査報告／香川県 
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小豆島町への観光客数の推移 

2011～2020 年までの観光客数の推移は以下のとおり。新型コロナウイルス感染症流

行前後（令和元/令和 2 年）を比較すると、約 4 割程度まで入込客数が減少している。 

表 2.1-7 観光客数推移 

 

出典：小豆島町勢要覧 2021 資料編 

 

小豆島及び周辺観光地域の月別の入込客数は以下のとおり。香川県の主要観光地であ

る琴平に次いで多く、栗林公園、屋島より多い。 

表 2.1-8 月別入込客数 

 

出典：令和 4 年香川県観光動態調査報告（確定版）  

（人） 
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主要観光施設の入込客数 

主要観光施設の入込客数は以下のとおり。オリーブ公園や寒霞渓の入込客数が多い傾

向である。 

表 2.1-9 主要観光施設の入込客数 

 

出典：小豆島町勢要覧 2021 資料編 

 

令和 5 年度におけるゴールデンウィーク期間中の香川県主要観光地の状況は以下の

とおり。小豆島の観光地である寒霞渓、二十四の瞳映画村、オリーブ公園の観光客数は

2022 年、2019 年と比較しても減少傾向にある。 

 

表 2.1-10 R5 年ゴールデンウィーク期間中の主要観光地の状況 

 
出典：香川県 HP  



 

2-12 

 

観光客の地域別構成 

小豆島への観光客の地域別構成は以下のとおり。都道府県外の滞在人口は兵庫県、大

阪府、岡山県が多い。延べ宿泊者数の構成としては大阪府、東京都、兵庫県が多いこと

から、宿泊客の対象圏は広くなることがわかる。 

 

出典：「RESAS（地域経済分析システム）」 （R5 年 6 月 28 日利用） 

図 2.1-8 滞在人口の地域別構成割合 

 

また、人流の居住地割合は以下のとおり。通常期、GW＋瀬戸芸時期どちらも近畿圏が

最も多い。コロナ禍では関東圏、中部など比較的遠方からの人流が減っている。 

 

出典：小豆島地域公共交通計画参考資料 

図 2.1-9 人流の居住地割合 
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観光客の動向 

① 宿泊客の動向 

宿泊客の動向は以下のとおり。宿泊客数は 2021 年度比で 46%の大幅増となったが、

コロナ前の 2019 年と比較するといまだ 47%減である。民宿、ロッジ、キャンプ場等は

2019 年からの回復率が高く、コロナ禍の中で密を避ける傾向があったことがわかる。

2022 年は 8 月の宿泊が大きく回復し、8 月、次いで 11 月が最多というコロナ前と同様

の傾向になった。しかし、1,2 月の閑散期は少なく、2 月は 8 月の 1/5 の宿泊しかない

状況となっている。 

 

 

出典：小豆島各港別乗降客等調査表 

図 2.1-10 宿泊客数の動向 
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② 同行者の動向 

小豆島来訪時の同行者については「夫婦 2 人での旅行」が最も多く、次いで「小学生

以下連れ家族旅行」、「一人旅」となっている。 

 

 

出典：小豆島観光協会 GAP 調査 

図 2.1-11 同行者の動向 
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③ 来訪時の旅行形態 

小豆島来訪時の旅行形態については、「小豆島が目的の 1 泊 2 日以上の宿泊旅行」が

最も多く、次いで「小豆島が目的の食事（ランチもしくは夕食）を含む日帰り旅行」と

なっている。 

 

出典：小豆島観光協会 GAP 調査 

図 2.1-12 旅行形態 
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④ 来訪目的 

小豆島への来訪目的については「宿（ホテル・旅館）」ならびに「名所や旧跡の観光」

がともに多く、次いで「地元の美味しいものを食べる」、「街歩き、散策」となっている。 

 

 

出典：小豆島観光協会 GAP 調査 

図 2.1-13 来訪目的 
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⑤ 島外居住者の休日滞在地 

滞在の多い箇所は例年の休日、2019 年の瀬戸芸時期同様土庄港～土庄町役場周辺、マ

ルナカ周辺や池田港・小豆島中央病院、小豆島町役場～苗羽周辺のほか、オリーブ公園

周辺や小豆島北側の福田・大部などである。瀬戸芸時期には滞在箇所が広範囲に分布し

ており、特に豊島や中山地区等にも滞在がみられる。 

 

出典：小豆島地域公共交通計画 

図 2.1-14 休日滞在地  
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⑥ 外国人観光客の動向 

外国人観光客の旅程は「1 泊 2 日」もみられるものの、国内旅行者に比べて全旅程の

うち 4 泊以上の長期滞在が多い傾向にある。一方で小豆島に滞在する日数は、「宿泊な

し」が半数程度あるものの、「1 泊 2 日」以上も半数程度みられる。 

 

出典：小豆島地域公共交通計画参考資料 

図 2.1-15 旅程 
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 また、高松港周辺から栗林公園や屋嶋城跡展望台への周遊に比較して小豆島へ周遊す

る割合は少ない。 

 

 
出典：平成 29 年度広域観光周遊ルート形成促進事業外国人観光客の動態調査（せとうち・

海の道）調査結果報告書／せとうち DMO 

図 2.1-16 香川県内の外国人観光客の動向 
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小豆島地区を訪れた外国人観光客が訪問した地域としては岡山駅が最も多く、次いで

道後温泉本館、倉敷美観地区の順となっている。 

 

出典：平成 29 年度広域観光周遊ルート形成促進事業外国人観光客の動態調査（せとうち・
海の道）調査結果報告書／せとうち DMO 

図 2.1-17 他地域を踏まえた外国人観光客の動向 
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施設立地 

① 宿泊施設 

小豆島の宿泊施設は令和 5 年 10 月時点で約 50 件ある。 

 

② 飲食施設 

小豆島観光協会 HP にて紹介されている飲食施設は計 131 件ある。 

 

③ 観光施設 

小豆島の観光施設は以下のとおり。小豆島の主要観光地に加え、キャンプ場や道の駅、

石の名所、海水浴場も示されている。 

 

出典：小豆島観光協会 HP 

図 2.1-18 観光施設一覧 
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小豆島のイベント状況 

小豆島のイベントは以下のとおりであり、年間を通じてイベントが開催されている。 

 

表 2.1-11 イベント情報 

開催日(2023 年) イベント 開催地 

1 月 1 日(日)～ 

1 月 3 日(火) 
ふるさとのお正月 二十四の瞳映画村 

1 月 15 日(日) とんど 二十四の瞳映画村 

4 月 8 日(土)～ 

5 月 14 日(日) 
二十四の瞳の鯉のぼり 二十四の瞳映画村 

5 月下旬～ 

6 月中旬 
中山のほたる 小豆島町 中山殿川 

5 月 21 日(日) 
第 45 回小豆島オリーブマラソン全国大会 

※参加ランナー数：3,017 人 

小豆島町 

坂手港町営広場 

8 月 5 日(土)～ 

8 月 7 日(月) 
二十四の瞳映画村 七夕祭り 二十四の瞳映画村 

8 月 14 日(月) 
川めし、安田おどり 

[町指定無形民俗文化財] 

小豆島町 草壁別当川 

小豆島町安田 安田小学

校 

8 月 15 日(火) 
第 41 回小豆島まつり(小豆島町) 

※参加人数：約 2,000 人 

小豆島町 

内海総合運動公園周辺 

8 月上旬～中旬 

11 月中旬～下旬 
映画村季節の花畑（向日葵、秋桜） 二十四の瞳映画村 

10 月下旬 
小豆島町ふるさと商工まつり 

※参加人数：約 1,500 人 
‐ 

10 月 11 日(水)～ 

10 月 21 日(土) 
秋祭り太鼓台奉納 各地区神社 

10 月下旬～11 月 
オリーブ収穫祭 

※参加人数(大収穫祭)：約 1,500 人 

道の駅小豆島オリーブ公

園 

11 月上旬 寒霞渓もみじ茶会 寒霞渓山頂駅展望デッキ 

11 月 25 日(土) 二十四の瞳・岬の分教場絵画展授賞式 岬の分教場 

出典：小豆島観光協会 HP／小豆島観光協会 
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観光消費額 

香川県内での観光消費金額は以下のとおり。平均して県外からの宿泊観光客の方が消

費金額は多い。 

 

 

出典：令和４年香川県観光客動態調査報告 

図 2.1-19 観光消費金額（宿泊客、日帰り客別） 

  



 

2-24 

 

費目別に確認すると、宿泊費、交通費、飲食費の順に金額が大きい。 

 

図 2.1-20 費目別観光消費金額 

 

令和 4 年度の一人当たりの消費額は宿泊観光客が約 3 万円、日帰り観光客が約 7 千円

である。 

 

出典：令和４年香川県観光客動態調査報告 

図 2.1-21 一人当たりの観光消費金額  
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(6) 文化財 

国・県指定文化財 

国及び県指定文化財は以下のとおり。重要文化財、重要有形民俗文化財、天然記念物、

県指定有形文化財、県指定無形民俗文化財、県指定史跡、県指定天然記念物、国登録文

化財などがある。 

表 2.1-12 国・県指定文化財 

 

出典：小豆島町勢要覧 2021 資料編 
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町指定文化財 

町指定の文化財は以下のとおり。 

 

表 2.1-13 町指定文化財 

 

出典：小豆島町勢要覧 2021 資料編 
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(7) 交通 

島内の交通手段 

小豆島においては、航路、バス、タクシー等多様な公共交通が運行しているが、バス

の本数やタクシー台数等は少ない状態である。 

 

図 2.1-22 地図でみる公共交通ネットワーク 

 

表 2.1-14 交通手段 

 

出典：小豆島地域公共交通計画／小豆島町  
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① フェリー 

A) 航路 

小豆島へ訪れるにはフェリーに乗船する必要があり、島内には、池田港・土庄港・坂

手港・福田港・大部港(2023 年 12 月より休止)・草壁港(休止中)がある。 

小豆島ふるさと村の最も近くに位置する池田港では、高松港を結ぶ便が約 1 時間に 1

本、1 日 11 便運航している。 

 

※日生港～大部港は現在休止中 

出典：小豆島地域公共交通計画／小豆島町 

図 2.1-23 フェリー航路 
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B) 乗降客数 

新型コロナウイルス感染症流行前の 2019 年と比較すると、坂手-高松、土庄-宇野が

85%前後、土庄-高松、池田-高松（休止中の草壁-高松含む）が 75%前後までの回復率と

なっており、航路によって回復率に差が出ている状況である。最も多いのは土庄-高松

方面である。 

 

表 2.1-15 方面別乗降客数の推移 

 

出典：2022 年小豆島各港別乗降客等調査表／小豆島観光協会 

 

 

 

出典：2022 年小豆島各港別乗降客等調査表／小豆島観光協会 

図 2.1-24 方面別乗降客数(割合)の推移 
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② バス 

A) 路線 

小豆島ふるさと村を通る路線は、「寒霞渓急行線（往復 6 本/日）」、「三都西線（町営

バス）（往復 7 本/日）」の 2 路線となっている。 

 
出典：小豆島オリーブバス HP／小豆島オリーブバス株式会社 

図 2.1-25 小豆島オリーブバス路線図 
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B) 利用者数 

小豆島町及び路線毎の利用者数は以下のとおり。瀬戸芸が開催されている年度は

比較的利用者数が多くなっている。 

 

表 2.1-16 バス利用者数推移 

年度 利用者数(人) 備考 

H24 年度 336,410 
 

H25 年度 493,513 瀬戸芸 77 日 

H26 年度 441,278 瀬戸芸 31 日 

H27 年度 407,262 
 

H28 年度 518,442 瀬戸芸 78 日 

H29 年度 659,780 瀬戸芸 30 日 

H30 年度 704,012 
 

R1 年度 814,707 瀬戸芸 72 日 

R2 年度 580,465 瀬戸芸 35 日(コロナ禍) 

出典：小豆島地域公共交通計画／小豆島町 
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■三都西線 

 

 

表 2.1-17 三都線の収支状況 

 

出典：小豆島地域公共交通計画 
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③ その他 

島内ではレンタカー、タクシー、定期観光バス、レンタルバイク等が利用されており、

「HELLO CYCLING」等のシェアサイクルも設置されている。タクシーは旧三都東線の区

間において事前予約制の乗り合いタクシーを運行している。 

その他には、オリーブ・ナビ桟橋～二十四の瞳映画村桟橋を繋ぐ渡し船がある。 

 

 

出典：HELLO CYCLING HP／OpenStreet 株式会社、二十四の瞳映画村 HP／二十四の瞳映画村

から整理 

図 2.1-26 その他交通手段 

  

渡し船航路
HELLO CYCLING
レンタカー
主要観光地
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乗降客数の比較 

月別の車両乗降数は以下のとおり。2021 年と比べるとバスとマイクロバスが大幅に

増加している。乗用車、二輪車も増えているが、コロナ前の 2019 年と比較すると顕著

な減少となっている。乗用車については 10%減まで回復していて、旅行形態が団体旅行

から乗用車を利用した家族・友人との旅行に大きくシフトしていることがわかる。 

 

表 2.1-18 2022 年の月別車両乗降数 

 

出典：小豆島観光協会 
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観光客の移動手段 

観光客の移動手段は以下のとおり。外国人観光客のうち 78%が｢路線バス｣を利用し、

国内観光客の 29%が｢路線バス｣、27%が「自動車（持ち込み）」を利用している状況であ

る。 

 

 

 

図 2.1-27 外国人観光客の交通手段 

 

出典：小豆島地域公共交通計画／小豆島町 

図 2.1-28 国内観光客の交通手段 
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2.1.2 事業対象地の整理 

事業対象地に関係する情報や資料について整理した。 

(1) 小豆島ふるさと村の概要 

小豆島ふるさと村（以下「ふるさと村」という。）の概要は以下に示すとおりである。 

 

表 2.1-19 小豆島ふるさと村の概要 

項目 内容 

名称 小豆島ふるさと村 

所在地 香川県小豆郡小豆島町室生 2084 番地 1 

面積 8.8ha 

施設形態 体験型・滞在型ファミリーレクリエーション施設 

事業主体 小豆島町 

管理団体 一般財団法人小豆島ふるさと村 

事業実施年度 

既     存   昭和 57 年度～昭和 61 年度 

第 １ 期 工 事   昭和 62 年度～平成 3 年度 

第 ２ 期 工 事   平成 4 年度～（平成 16 年 3 月まで） 

事業費 

既     存   1 51,410 千円 

第 １ 期 工 事   2,205,215 千円 

第 ２ 期 工 事   1,235,762 千円 

国支援事業 

文  部  省   社会体育施設整備事業 

農 林 水 産 省   新農村地域定住促進対策事業 

〃      新山村振興等農林漁業特別対策事業 

〃      中山間地域総合整備事業 

運  輸  省   観光レクリエーション地区整備事業 

国  土  庁   リフレッシュふるさと推進モデル事業 

自  治  省   ふるさと創生事業 

〃      過疎・辺地対策事業 

県支援事業 

環境自然保護課   緑化推進モデル事業 

〃      ふるさとふれあいの森整備事業 

社 会 福 祉 課   福祉のふるさと推進事業 

水  産  課   水産振興対策事業 

観 光 振 興 課   観光施設整備事業（観光地ｲﾒｰｼﾞｱｯﾌﾟ補助事業） 

道 路 建 設 課   単独県費補助道路事業 

港  湾  課   港湾事業県費補助事業 

土 地 改 良 課   単独県費かんがい排水事業 

地  方  課   自治振興資金貸付事業 
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施設概要 

ふるさと村敷地内にある施設の概要は、以下に示すとおりである。 

表 2.1-20(1) 施設概要 

施設名 施設内容 

総合管理棟 
木造平屋建 348.87 ㎡ 

事務室・道の駅受付・喫茶店 

地場産品販売所 木造鉄骨建  62.7 ㎡   売店 

エントランス広場 面積 1,300 ㎡ 

夢想館 
ブロック造二階建 342.9 ㎡ 

美術展示室・夢工房 

手延そうめん館 

鉄骨一部二階建 495.19 ㎡ 

倉庫 31.64 ㎡ 

実演コーナー・喫茶売店 

グラウンド 

面積 10,500 ㎡ 

更衣室・倉庫・バックネット・ベンチ 

夜間照明灯６基（1000W×18～24 灯） 

体育館 
鉄骨コンクリート造 596.65 ㎡ 

倉庫（ｲﾍﾞﾝﾄ用）78.5 ㎡ 

テニスコート 
面積 3,118 ㎡ 

全天候型 4 面 夜間照明付 

イベント広場 

面積 4,120 ㎡ 

天然芝 ゲートボール 6 面 

開閉式屋根 2,990 ㎡ 

オリビアンシアター 
ブロック造 51 ㎡ 

イベント広場野外ステージ 

プロムナード（イベ

ント広場海側） 
L＝138ｍ W＝3.0ｍ 

ファミリープール 
面積 5,800 ㎡ 

ウォータースライダー・流水プール 他 2 

プール管理棟 
木造平屋建 109 ㎡ 

コインロッカー・温水シャワー 

ワインハウス 
鉄骨木造平屋建 386 ㎡ 

多目的ホール・厨房・コワーキングスペース 

駐車場 
面積 4,871 ㎡ 

2 カ所 大型 8 台・普通車 128 台収容 

遊歩道 
L＝1,530.5ｍ W＝3.0ｍ 

探索道 L＝667ｍ W＝2.8ｍ 

休憩園地(交流セン

ター西側） 

面積 2,160 ㎡ 

2 カ所 パーゴラ・ベンチ  

釣り場施設 釣り桟橋 L＝70ｍ 波止場 L＝40ｍ 

釣り場管理棟 
鉄筋コンクリート平屋建 145 ㎡ 

ロビー・トイレ・艇庫 

ふるさとロッジ小豆

島 

鉄筋コンクリート平屋建 830 ㎡ 

和室 11 室（身障者用 1 室） 

収容定員 62 名 
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表 2.1-20(2)施設概要 

施設名 施設内容 

交流センター 

鉄筋コンクリート平屋建 417.16 ㎡ 

収容定員 90 名 

多目的ホール 180 ㎡ 

受付・事務室・湯沸室・トイレほか 

ファミリーロッジ 
木造平屋一戸建 49.53 ㎡×11 棟 

収容定員 66 名  消火栓 1 基 

オートキャンプ場 

面積 4,573 ㎡ 

23 サイト（トイレ・シャワー完備内 16 サイト） 

トレーラーハウス 2 台  

オートキャビン 木造平屋 4 棟 

フリーキャンプ 13 張 

管理棟 木造平屋建 156 ㎡ 

バーベキューハウス 木造平屋建 24 ㎡ 

炊事棟 鉄筋コンクリート造 24 ㎡ 

トイレ（身障者用 1 基）木造平屋建 45 ㎡  防火水槽 40t 1 基 

連絡道新設 L＝820ｍ W＝5～7.0ｍ 舗装 754ｍ 

駐車場舗装 アスファルト 324 ㎡ コンクリート 109 ㎡ 

国民宿舎小豆島 

鉄筋鉄骨コンクリート３階建（一部４階）延床面積 2,887.82 ㎡ 

洋室（3 人用 8 室 3 人用 DX1 室 2 人用 1 室【身障】）宿泊定員 

107 名 

和室（8 人用 1 室【松】 4 人用 16 室 3 人用 2 室） 

広間畳（桜 28 菊 28 梅 21 松 15）大会議室（孔雀･扇 175 ㎡） 

ロビー163.6 ㎡ 食堂 234.3 ㎡ 

交流広場 
整備面積 2,250 ㎡ 

あずまや 1 基 外灯 2 基 遊具 2 基 

山羊ふれあいハウス 
山羊小屋 5 ㎡ 物置 3 ㎡ 

運動広場 20 ㎡(5ｍ×4ｍ) 

交流ふれあい農園 

パイプハウス 3 棟 1,716 ㎡ 

(1 号棟 720 ㎡ 2 号棟 456 ㎡ 3 号棟 540 ㎡) 

管理棟(鉄骨プレハブ造り)48.6 ㎡  

屋外便所(大 1 小 1 手洗い 1) 

城山公園 
面積 2,500 ㎡ 

東屋・トイレ他  

出典：小豆島ふるさと村 事業経過・施設概要（小豆島町）より作成 

  



 

2-39 

 

事業経過 

ふるさと村の事業経過は、以下に示すとおりである。 

表 2.1-21 事業経過 

時期 事業内容 

昭和 49 年 7 月 国民宿舎「小豆島」供用開始 

昭和 56 年 3 月 室生埋立地竣工 

昭和 58 年 3 月 室生体育館完成 

昭和 59 年 3 月 町民運動場完成 

昭和 60 年 3 月 テニスコート 2 面完成 

昭和 61 年 4 月 
(財)日本観光開発財団観光レクリエーション地区整備事業の計画

調査実施決定 

昭和 61 年 5 月 (財)日本観光開発財団現地調査実施 

昭和 62 年度 

観光レクリエーション地区整備事業整備計画を運輸省に提出 

新農村地域定住促進対策事業の計画樹立 

用地買収に着手 

昭和 62 年 3 月 テニスコート 2 面完成 

昭和 63 年度 
新農村地域定住促進対策事業着工 

単独県費補助事業 

平成元年度 

観光レクリエーション地区整備事業着工 

リフレッシュふるさと推進モデル事業着工 

過疎対策事業着工 

ふるさと創生事業・夢想館建設着工 

平成 2 年 12 月 テニスコート照明設備完成 

平成 3 年 4 月 
管理運営団体(財)小豆島ふるさと村公社設立 

手延そうめん館供用開始（新定住事業） 

平成 3 年 6 月 総合管理棟・夢想館・釣り桟橋・ワインハウス供用開始 

平成 3 年 7 月 ファミリープール供用開始 

平成 3 年 9 月 イベント広場供用開始 

平成 4 年 5 月 
ふるさとロッジ小豆島供用開始 

小豆島ふるさと村開村式（5 月 31 日） 

平成 4 年 7 月 ファミリーロッジ・オートキャンプ場・デイキャンプ場供用開始 

平成 5 年 3 月 イベント広場開閉式テント屋根完成 

平成 8 年 8 月 建設省「道の駅」に認定 

平成 10 年 3 月 町民運動場照明設備完成 

平成 12 年 2 月 地場産品販売所（ふるさと物産館）完成 

平成 13 年 1 月 ふるさとロッジ浴室増築完成 

平成 14 年 2 月 交流センター（ ふるさとロッジ増築）完成 

平成 14 年 4 月 (財)小豆島国民休養地公社を(財)小豆島ふるさと村公社に統合 

平成 14 年 12 月 交流ふれあい農園開園 

平成 15 年 8 月 讃岐コーチンふれあいハウス完成 

平成 15 年 12 月 酒類小売り免許（ワインハウス）取得 

平成 18 年 1 月 レンタカー事業免許取得 

平成 18 年 4 月 「小豆島ふるさと村」の指定管理者の指定を受ける 

平成 18 年 5 月 「海の駅」に認定 

平成 25 年 4 月 一般財団法人に認定 

平成 29 年 4 月 一般財団法人「小豆島ふるさと村」に社名変更 

令和 4 年 4 月 
ワインハウスを改修し、テレワーク拠点施設「うみちかふらっと」

完成 
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(2) 小豆島ふるさと村及び周辺の土地状況 

小豆島ふるさと村管理対象区域 

 小豆島ふるさと村の管理対象区域（8.8ha）は以下のとおり。 

 

図 2.1-29 管理対象区域 

  

小豆島ふるさと村管理対象区域



 

2-41 

 

小豆島ふるさと村町有地・私有地（民地） 

 小豆島ふるさと村周辺の町有地区域は以下のとおり（赤塗り）。赤塗り箇所以外は私

有地（民地）である。 

 

図 2.1-30 町有地 

 

小豆島ふるさと村周辺の町道 

 小豆島ふるさと村周辺の町道は以下のとおり。 

 

図 2.1-31 町道図  
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ハザードマップ 

① 土砂災害ハザードマップ  

小豆島ふるさと村の一部には土石流の警戒区域が含まれている。 

 

 
出典：小豆島町土砂災害ハザードマップ HP／小豆島町 

図 2.1-32 土砂災害ハザードマップ 

 

② 津波ハザードマップ  

道の駅周辺は浸水深が最大 2.0m の想定である。 

 

 

出典：小豆島町土砂災害ハザードマップ HP／小豆島町 

図 2.1-33 津波ハザードマップ 
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(3) 小豆島ふるさと村周辺の交通量 

 令和 3 年度 全国道路・街路交通情勢調査（道路交通センサス）によると、小豆島ふる

さと村を通る県道 250 号三都港平木線の 24 時間交通量は、2,363 台となっている。 

 

図 2.1-34 小豆島ふるさと村周辺の交通量 

  

県道 250 号 

三都港平木線 

2,363 台（推定値） 

一般国道 436 号 

9,826 台（推定値） 
一般国道 436 号 

11,570 台 

一般国道 436 号 

9,826 台（推定値） 

県道 252 号 

上庄池田線 

838 台（推定値） 
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(4) 小豆島ふるさと村の利用状況 

小豆島ふるさと村の利用者数 

① 延べ利用者数 

小豆島ふるさと村の延べ利用者数は、新型コロナウイルス感染症拡大前（2019 年）

では 189,757 人／年、拡大後(2022 年)では 87,318 人／年となり、約 54%の減少となっ

ている。 

施設別にみると、夢想館、イベント広場、道の駅等の施設の減少率が高くなってい

る。 

 

図 2.1-35 施設利用状況（コロナ前後） 

 

② 体育施設(テニスコート・室生体育館・運動場)の年間利用件数 

体育館の年間利用件数はテニスコートが 360 件／年、室生体育館が 421 件／年、 運

動場が 316 件／年となっている。 

室生体育館は廃止の方向で検討が進んでいる（社会体育施設等の在り方方針(令和 4

年 4 月)／小豆島町社会体育施設等のあり方検討会）。 

 

図 2.1-36 令和３年度体育施設（テニスコート・室生体育館・運動場）利用件数 
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③ 宿泊施設利用者数 

宿泊施設利用者数は以下のとおり。新型コロナウイルスの影響を受けて減少してい

る年もあるが、概ね令和 4 年度の宿泊者数は増加傾向にある。 

 

図 2.1-37 宿泊施設利用者数 
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小豆島ふるさと村内のイベント実施状況 

① 平成 30 年度イベント実施状況（一部抜粋）  

ふるさと村の年間イベント実施状況は以下のとおりである。 

 

表 2.1-22 平成 30 年度イベント実施状況 

月 イベント 人数(人) 

4 

香川大学オリエンテーション 381 

島太鼓とエイサーの集い（イベント広場） 120 

高松大学新入生オリエンテーション 160 

5 保育園遠足、幼稚園親子遠足 23 

6 

稚魚放流 － 

池田小学校遠足 185 

愛知教育大学附属中学校修学旅行体験学習 30 

健康づくり福祉課運動教室 150 

7 

室生地区弁天まつり（イベント広場） 500 

香川県地区親子海洋教室 50 

農協観光ちびっこツアー体験受入（計 14 回） 530 

京都教育大学附属小中学校（5 年生） 

海浜体験学習 
107 

9 
香川大学地域連携実習（G-1 グランプリ） 2,400 

shima fes SETOUCHI 2018 1,600 

10 
地域活動センター運動会 30 

子どもセンター運動会 70 

11 

蒲生公民館運動会 80 

田池小学校（２年）職場見学 6 

小豆島ＪＣコンサート 500 

1 年始イベント(もちつき、うどん教室、焼き芋) 100 

2 東かがわ市観光研修 － 
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② 平成 30 年度大会関連実施状況 

ふるさと村の大会等実施状況は以下のとおりである。 

 

表 2.1-23 平成 30 年度大会関連実施状況 

大会 人数(人) 

グラウンドゴルフ大会 598 

ゲートボール大会 572 

マリンスポーツ大会 96 

デュアルスポーツ 100 

サヌキセンチュリーライド 600 

 

 

小豆島ふるさと村内の活動団体 

ふるさと村内の活動団体は以下のとおりである。 

 

表 2.1-24 村内活動団体 

場所 グループ名 人数(人) 内容・その他 

うみちかふらっと 

(ワインハウス内) 
しまにずむ 1 

１名担当者 

＋メンバー 

海岸・艇庫 B＆G 池田海洋クラブ 30 子どものヨット 

海岸緑地スペース Ｍ’ｓ store -  移動販売 

国民宿舎小豆島 ロータリークラブ -  
国民宿舎内に事務

所有 
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2.2 周辺地域及び対象地の分析 

2.2.1 分析の観点 

小豆島及び小豆島ふるさと村の観光振興に資する基本計画を策定するため、周辺エリア

及び対象地の分析を実施した。分析にあたっては下図の考え方から、小豆島の観光を特徴

づける要素である、「ヒト」「環境」「産業」「移動」の 4 つの観点で情報を再整理した。 

本章で整理した情報と分析の観点の関係性は、次頁に示すとおりである。 

 

図 2.2-1 敷地分析の観点導出フロー  

小豆島は瀬戸内海の主要な観光地の一つである 

小豆島ふるさと村は小豆島の観光客と島民双方にとって重要な施設である 

小豆島町の概要 
・小豆島は瀬戸内海に位置する離

島で小豆島町と土庄町で構成 
・人口減少、少子高齢化が進み、

産業別人口も減少している 
・瀬戸内国際芸術祭効果もあり、

約 100 万人／年の観光客が来訪
していたがコロナ禍で減少 

小豆島ふるさと村の概要 
・小豆島町に位置し、池田港から 

車で約 5 分の場所に立地している 
・宿泊施設やグラウンド、体育館

など多様な施設が複合している 
・観光客による宿泊/立寄りに加

え、周辺住民による日常利用や
イベント利用が見られる 

上位関連計画 
・瀬戸内国際芸術祭等を通じた観

光客等による交流人口の増加を
継続【香川県離島振興計画/小
豆島地域振興計画】 

・観光事業の推進により持続可能
な島づくりの中心的役割を担う
【小豆島観光ビジョン】 

法規制 
・町民のｽﾎﾟｰﾂの振興及び健康と福

祉の維持増進を図るとともに、家
族又はｸﾞﾙｰﾌﾟで楽しめる観光 
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝの場を提供 

【小豆島ふるさと村条例】 
・道の駅/海の駅への登録要件 
【 】

≪小豆島の観光を特徴づける要素≫ 

 

観点 1)ヒト：定住/交流人口や担い手 

 

観点 2)環境：自然・観光のコンテンツ 

 

観点 3)産業：伝統産業や農業・漁業 

 

観点 4)移動：観光客や島民の移動手段 

≪小豆島ふるさと村 

全体整備基本計画内要≫ 

・コンセプト/整備基本方針 

・ゾーニング 

・需要圏域・利用者層 

・利用者数 

・アクセス・動線 

・空間構成 

・整備水準 

・事業展開 

2.2.4 
対象地の分析 

（小豆島ふるさと村） 

2.2.2 
周辺エリア及び全国

の観光動向 

2.2.3 
周辺地域の分析 
（小豆島） 
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表 2.2-1 基礎的情報と分析の観点 

情報 
分析の観点 

ヒト 環境 産業 移動 

周辺及び全国の観光動向 〇 

香川県の観光客数 〇    

小豆島の人口推移 〇    

小豆島の観光客数 〇    

小豆島の施設立地状況 〇 〇   

小豆島の自然・景観・文化資源  〇   

小豆島の就業者 〇  〇  

小豆島の特産品   〇  

小豆島内の交通手段    〇 

小豆島の公共交通網    〇 

ふるさと村へのアクセス    〇 

ふるさと村の利用状況 〇    

ふるさと村の施設状況  〇   

ふるさと村の自然環境  〇   
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2.2.2 周辺エリア及び全国の観光動向 

周辺エリア及び全国の観光動向について、全国的な観光動向と瀬戸内エリアにおける観

光動向の 2 つの観点から整理した結果を以下に示す。 

 

《周辺エリア及び全国の傾向》 

1)全国的な観光動向 

・インバウンド市場はコロナ禍から回復し、高い成長率で拡大の見込み 

・観光地の面的な再生にむけ、観光施設の高付加価値化が推進されている 

2)瀬戸内エリアにおける観光動向 

・広域連携による瀬戸内海クルーズの取組が推進されている 

・瀬戸内国際芸術祭による世界・全国からの集客が見込まれる 
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＜参考＞ 

【全国的な観光動向】 

 

 

出典：アフターコロナを見据えた観光地・観光産業の再生に向けて（概要）/観光庁 

図 2.2-2 アフターコロナを見据えた観光地・観光産業の再生に向けて（概要） 
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出典：アフターコロナを見据えた観光地・観光産業の再生に向けて（概要）/観光庁 

図 2.2-3 アフターコロナを見据えた観光地・観光産業の再生に向けて（概要） 

 

 

出典：観光白書（令和 4 年度版） 

図 2.2-4 直近の訪日外国人旅行客の推移 

インバウンドは 2022

年後半から急激に増加 
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【瀬戸内エリアの外国人来訪への打ち手】 

 

 

出典：平成 29 年度広域観光周遊ルート形成促進事業外国人観光客の動態調査（せとうち・
海の道）調査結果報告書／せとうち DMO 

図 2.2-5 瀬戸内エリアの外国人来訪への打ち手 
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出典：平成 29 年度広域観光周遊ルート形成促進事業外国人観光客の動態調査（せとうち・
海の道）調査結果報告書／せとうち DMO 

図 2.2-6 県外の来訪属性から見る周遊促進の方向性  

 

出典：瀬戸内クルーズネットワーク構想／一般社団法人日本プロジェクト産業協議会 

図 2.2-7 瀬戸内におけるエリアへの観光目的のアクセス性  
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【数値目標】 

① 第 2 期かがわ創生総合戦略（令和 4 年 3 月変更） 

目標年：令和 7 年 

 

 

出典：第 2 期かがわ創生総合戦略 

図 2.2-8 第 2 期かがわ創生総合戦略  
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② 小豆島地域公共交通計画 

【池田地区における平均乗降客人数目標】 

 

出典：第 2 期かがわ創生総合戦略 

図 2.2-9 池田地区における平均乗降人数目標  
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2.2.3 周辺地域の分析 

(1) ヒト 

「ヒト」の観点として 1)香川県の観光客数、2)小豆島の人口推移、3)小豆島の観光客数

に関する基礎情報を整理し、小豆島の現状を整理した。 

小豆島町では少子高齢化が進み、コロナ禍を契機とした観光客の減少が島内の観光産業、

地場産業を中心とする製造業に大きな影響を与えている。 

 

香川県の観光客数 

・香川県内の主要観光地では、コロナ禍の緊急事態措置の解除や瀬戸内国際芸術祭の開

催により前年度よりも入込客数が増加している 

・香川県旅行者の観光消費金額もコロナ禍から宿泊需要が増加し、上昇傾向にある 

・外国人観光客は高松駅を拠点に回遊行動がみられる 

 

 

【香川県の主要観光地入込客数】 

 

 

出典：令和４年香川県観光客動態調査報告（速報版） 

図 2.2-10 主要値観光入込客数 

 

 【上位関連計画における方針】 

外国人観光客の受入れが再開され、インバウンド需要の獲得に向けて、世界中の観光客で１年間

を通して賑わう「観光の島」を目指し、観光ビジョンの策定を検討する。さらに、小豆島内に複数

ある観光組織、窓口を１本化し、機能及び発信力の強化を図るとともに、拠点整備を進める。また、

大阪・関西万博と瀬戸内国際芸術祭が同時期に開催される令和７年を目指し、小豆島をあげて京阪

神との連携を図るとともに、令和３年、令和４年の２年連続で「世界の持続可能な観光地 TOP100

選」に小豆島町が選出されたことを契機に、さらなる観光 SDGs の推進を図り、国内外からの観光

客誘致などの取組みを強化する。 

観光客を受け入れるためのインフラの整備にあたっては、「小豆島ふるさと村」をはじめとした

老朽化した観光施設において、民間事業者の意向を踏まえた、最適な官民の役割分担に基づいた事

業手法等のスキームを検討し、適切な官民連携手法（民間活力）を導入した施設の再整備に取り組

む。また、長年放置され問題となっている廃ホテルの撤去と跡地利用を推進する。宿泊を伴う滞在

型観光は経済効果が大きいことから、新たなホテル等を誘致する。 

出典：香川県離島振興計画 
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【香川県旅行者の消費金額】 

 

出典：令和 4 年香川県観光客動態調査報告（確定版） 

図 2.2-11 香川県内での費目別観光消費金額（令和 4 年） 

 

出典：令和 4 年香川県観光客動態調査報告（確定版） 

図 2.2-12 1 人当たりの平均観光消費金額 
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【外国人観光客】 

 

 

出典：平成 29 年度広域観光周遊ルート形成促進事業外国人観光客の動態調査（せとうち・
海の道）調査結果報告書／せとうち DMO 

図 2.2-13 外国人観光客の動向 
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小豆島の人口推移 

・小豆島（小豆島町・土庄町）の人口は、減少傾向にある 

・小豆島町の生産年齢人口は 47.0％で、高齢化率は県平均及び全国平均を大きく上回っ

ている 

・人材不足の課題解決に向け、地域おこし協力隊による地域活性化や、移住促進の施策

を進め、年間移住者数は毎年 100 人を超えている 

 

表 2.2-2 小豆島（小豆島町・土庄町）の人口推移 

島名 平成 22 年 平成 27 年 令和 2 年 R2/H27 

小豆島 30,167 人 27,927 人 25,881 人 92.7％ 

出典：香川県離島振興計画 

 

表 2.2-3 小豆島の生産年人口の推移 

 

出典：香川県人口移動調査結果(令和５年分)の概要 

  

減少傾向 
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小豆島(小豆島町)における高齢者人口は、令和２年の国勢調査において 6,118 人で、

総人口の 44.1%を占めており、県平均及び全国平均を大きく上回っている。今後、高齢

者の中でも特に医療や介護が必要となる 75 歳以上の割合が増加されると予測されてい

ることから、高齢者が健康で生きがいを持ち、住み慣れた地域社会で安心して暮らせる

よう、介護予防に取り組むグループ等の活動支援や地域活動の担い手育成、買い物や家

事等の生活支援、またボランティアやサロン活動など社会参加の取組みを推進している。 

出典：香川県離島振興計画 

 

【小豆島の移住者】 

小豆島(小豆島町)では、人口減少及び少子高齢化が進行し、人材不足が課題となって

いるなか、島外からの若者の知恵とパワーで新しい地域おこしの風を吹かせてもらおう

と、地域おこし協力隊員を採用し、小豆島の魅力に磨きをかけて、地域活性化に取り組

んでいる(令和 4 年 10 月末現在 11 名採用)。また、定住人口の増加に向け関係機関と連

携し、移住相談や空き家バンクの運営など基本的な移住施策に加え、移住体験施設や就

労者向けシェアハウス、テレワーク拠点施設等を整備するなど、移住者の受入れを促進

している。その成果もあり、年間移住者数は毎年 100 人を超えている。 

出典：香川県離島振興計画 
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出典：小豆島町勢要覧 2021 資料編 

図 2.2-14 年齢階層別・男女別の移住者数の推移 
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小豆島の観光客数 

・小豆島の令和 2 年度観光客数は、687,520 人（うち宿泊客数 199,100 人）であり、コ

ロナ禍を機に総数の減少、宿泊客数の割合も減少している 

・小豆島町の滞在人口は、香川県内が最も多く、県外では兵庫県・大阪府などの関西圏

が多い 

・宿泊客数の構成割合は、大阪府・兵庫県などの関西圏、東京都・神奈川県等の関東圏

が多い。 

・外国人観光客の旅程は 4 泊以上の長期滞在が多い傾向にある中、小豆島に滞在する日

数は「宿泊なし」が半数、残り半数が「1 泊 2 日」となっている 

 

表 2.2-4 小豆島の観光客数の推移 

 

出典：小豆島町勢要覧 2021 資料編 

 

 

出典：「RESAS（地域経済分析システム）」 （R5 年 6 月 28 日利用） 

図 2.2-15 滞在人口の地域別構成割合 

  

コロナ禍を機に減少 
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【観光動向】 

表 2.2-5 宿泊客数の動向 

 

 

 

 

出典：小豆島各港別乗降客等調査表 
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【外国人観光客】 

 

出典：小豆島地域公共交通計画参考資料 

図 2.2-16 旅程 

 

  




